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令和元年度第１回循環型社会推進会議 会議録

１ 開催日時

令和元年５月２４日（金）

開会 午前１０時００分

閉会 午前１１時３０分

２ 開催場所

尾張旭市役所 南庁舎３階 講堂１

３ 出席委員

千頭聡、松原八壽雄、白坂弘子、加藤孝、米谷雅弘、服部亜紀、鍋嶋洋行

計７名

４ 欠席委員

吉田民子、伊藤紀子、平野恵子 計３名

５ 傍聴者数

０名

６ 出席した事務局職員

環境課長：木戸雅浩、環境事業センター所長：松原友雄、環境課長補佐：西尾元

伸、環境課主査：森康臣

７ 議題等

⑴ 尾張旭市一般廃棄物（ごみ）処理基本計画の進捗状況について

⑵ 尾張旭市一般廃棄物（ごみ）処理基本計画中間見直し案について
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８ 会議の要旨

環境課長 定刻になりましたので、ただ今から「令和元年度第１回尾張旭市

循環型社会推進会議」を開催させていただきます。

本日は、ご多忙のところ会議にご出席いただき、誠にありがとうご

ざいます。

本日、吉田委員、平野委員、伊藤委員から欠席のご連絡を受けてい

ますので、ご報告させていただきます。

議事に移ります前に、配布させていただきました委員名簿をご覧く

ださい。構成員の構成に変更がございますので、ご報告させていただ

きます。

自治連合協議会の改田英彦（かいだ ひでひこ）様が昨年度をもっ

て退任され、新たに加藤孝（かとう たかし）様が選任されました。

よろしくお願いします。

では、４月に新たに参加していただけることになりました加藤委員

から簡単にご挨拶をよろしくお願いいたします。

＜委員あいさつ及び事務局あいさつ＞

本会議は、平成２６年度を初年度とする尾張旭市一般廃棄物（ごみ）

処理基本計画の推進を図るため開催するもので、構成員の任期は２年

となり、変わられた加藤委員を除いて２年目となります。よろしくお

願いします。

なお、本会議は、市の「附属機関の会議の公開に関する基準」に基

づき、傍聴を認めていること。また「附属機関の会議録等作成に関す

る基準」に基づき、本会議の会議については情報公開の対象となるこ

とも、あわせてご了承いただきますようお願いいたします。

では、本日の会議資料の確認から始めてまいります。

＜資料の確認＞

それでは、次第に沿って会議を進行をさせていただきます。

次第２「座長あいさつ」です。千頭先生にお願いします。

座長 ＜あいさつ＞

それでは次第に沿って議事の進行をさせていただきます。

次第３の議題⑴「尾張旭市一般廃棄物（ごみ）処理基本計画の進捗

状況について」事務局から報告をお願いします。

環境課主査 ＜資料１-１、１-２により報告＞

座長 ただいま事務局から報告がありました。

ご意見やご質問等があればお願いします。
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鍋嶋委員 人口が減少してのごみ減量なのか、行政の施策によって減少してい

るのか、分かれば教えていただきたい。

環境課主査 一昨年度の年度末人口が８３，３７２人で、昨年度末人口は８３，

５９２人です。人口は若干数ですが増えている状況ですので、人口減

少が原因のごみ減量ではないと見ています。

環境課長 こちらは総合計画とリンクしており、計画期間も同期間となってい

ます。総合計画においても令和５年度までは、人口は若干増加すると

予想しています。その後はおそらく減っていくだろうと、次の計画で

は予想していくと思います。

ただ、１人当たり何ｇ排出したかというのを重視しておりますので、

本計画は、この数値を目標値として定め、作成しております。

鍋嶋委員 他の市町村では、計画より大幅に人口の減りが早く、予測していな

かった産業業界等の影響もあると聞きますが、この辺りはそういった

大きなブレは無いということですね。

加藤委員 資源ごみが減っているのも減量している理由ではないでしょうか。

新聞や雑誌などは１割近く減っていると聞きます。

米谷委員 資料１－１の下段の表についてですが、家庭系処分ごみと処分ごみ

がいずれも２月が一番低い数値になっているのですが、何か理由があ

るのでしょうか。

白坂委員 私の感覚ですと、お正月前に大掃除したりする家庭が多いと感じま

すし、寒いと掃除も手抜きになりがちだからではないかと思います。

また、５月頃に多くなっている理由としては、暖かくなってくる時

期ですので、大掃除するという気持ちになりやすいのかなと思います。

服部委員 ２月～３月だけの実績をみると、排出量が目標値を達成しているの

で、それぐらいの生活水準を保っていければなと感じます。

加藤委員 個人的に感じることですが、冬場は雑草があまり排出されず、今の

時期は急に雑草や剪定ごみが増えてきます。そういった影響もあるの

かなと思います。

座長 昨年度、ごみの有料化については、審議会の答申に基づき、有料化

は導入しないと判断されましたが、これは導入延期ということでしょ

うか。

環境課長 今後の動向をみて、そういった時期がくれば再度検討することにな

るかと思います。

座長 県下の市町村では、一昨年くらいから有料を検討していると思いま

すが、最終的にはなかなか市民の声もあって踏み切れないところが多

いようです。

松原委員 市民へごみの有料化という意識を伝えることができた良い機会だっ



4

たのではないかと感じます。今後、減量等が困難になればまた有料化

を検討するという警鐘にもなったかと思います。

座長 有料化は最後の手段でもありますので、手前のところで精一杯減ら

しておかないといけないとは思います。

座長 ほかにご意見・ご質問等がないようですので、次にうつります。

次第３の⑵「尾張旭市一般廃棄物（ごみ）処理基本計画中間見直し

案について」、事務局から説明をお願いします。

環境課長補佐 ＜資料２-１～２-３により説明＞

座長 ただいま事務局から、「尾張旭市一般廃棄物（ごみ）処理基本計画中

間見直し案について」の説明がありました。本日は、主に４章の見直

し案についてご意見を伺いたいと思います。ご意見等がありましたら、

よろしくお願いします。

主な見直しとしては、スプレー缶類を「資源ごみ」に入れ、危険ご

みの区分を「水銀使用廃棄物」に変更したというところでしょうか。

この「水銀使用廃棄物」についてですが、実は日本中から集めた物

は北海道へ一箇所に集められています。そこだけが水銀使用廃棄物を

扱えるため、地域によっては運搬コストだけでもものすごいことにな

っていると思います。

４章のごみの区分表で変更となったのはその部分だけでしょうか。

環境課主査 その他では、見直し前は「小型家電」を「燃えないごみ」として区

分していましたが、現在は資源ごみとしても回収しているため、「任意

の分別」に変更しています。

白坂委員 小型家電は「燃えないごみ」として出しても良いということでしょ

うか。

座長 できれば「資源ごみ」として回収を開始しているので、資源として

排出してもらいたい物ということですね。

松原委員 資料２－２「中間見直しの背景」についてですが、尾張東部衛生組

合の基本計画中間見直しがこの３月に改訂されたとありますが、それ

は見ることは可能でしょうか。

環境課長 課に冊子はございますが、委員分の数はご用意ができませんので、

お貸しするか見ていただくかでお願いしたいと思います。

松原委員 と言いますのは、バイオマスエネルギーの研究がどの段階まで進め

ているのかというのが知りたかったので。

環境課長 今回の尾張東部衛生組合の中間見直しでは、１０年後に施設の更新

があるので、そちらの記載を手厚くしたものとなっています。概要版

もございますので、そちらを皆さんにお配りさせていただきたいと思

います。
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座長 構成市がごみの減量化については取り組んでいき、組合は排出され

たごみを適正に処理するというのが基本ですよね。

環境課長 そうですね。市町村の減量計画に合わせた処理を確実に行っていく

計画です。

座長 松原委員の関心があるのは、生ごみ等を分別して発電するようなこ

とが、この先どう検討されかが記載されているかどうかだと思います。

ただいまの事務局からのご報告だと、今の段階では実施しようとい

うところまでは進んでいないようです。

ところで、施設の更新というのは焼却炉を全面的に作り替えるとい

うことでしょうか。

環境課長 そうですね。今年度から延命化を３年かけて行い、その後の１０年

後には更新をしなければいけません。

白坂委員 以前、中日新聞にて東浦の施設が紹介されていましたが、とても良

い施設だと思いました。費用はかなり掛かるようですが、こういった

施設があれば、いろいろなものが資源化されていくと思いました。

座長 費用を掛ければ、ペットボトルも技術的にはペットボトルに戻すこ

とができるようですが、そのために費用とエネルギーを消費させるの

かというのはまた別の議論になるかと思います。

白坂委員 できたら一度東浦の施設は見学してみたいと思います。

座長 昨年度視察に行かれた大府市ですが、今年から一部地域だけですが、

家庭生ごみの分別回収を開始するようです。既に豊橋市では生ごみの

分別回収を行っています。

加藤委員 豊橋市は早くからやっていますね。

座長 では、尾張東部衛生組合の一般廃棄物処理基本計画中間見直しの概

要版は次回配布いただけるということでよろしいでしょうか。

環境課長 この場で写しを配布いたしますので、お待ちください。

座長 ちなみに、晴丘センターの費用負担は毎年見直しているのですか。

環境課長 ３年計画で見直しを行っております。

白坂委員 ところで、生ごみの水キリ運動はごみ減量に貢献するいい取り組み

だと思います。これからの季節は、西瓜など水分を多く含む生ごみも

増えますので、より推進できればごみ減量に繋がると思います。

加藤委員 生ごみを分離して収集するというのは難しいものなのでしょうか。

松原委員 生ごみを分離して収集する場合、分離した生ごみをその後どう処理

するかをしっかり構築できていなければあまり分離する意味はないと

思います。

ちなみに、現在、廃プラスチックの輸出というのがかなり厳しくな

っています。今後は廃プラスチックの処理を行うことで、産業廃棄物
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が増加してしまうと考えられますが、仮に晴丘センターで焼却しよう

とした場合、そのコストはどのようになりますか。

環境課長 まだ、そこまでの検討には及んでいません。事業系のごみを処理す

るならば、いろいろな法整備も必要ですので、現段階では回答は申し

上げられません。

松原委員 今回の基本計画中間見直しでは、そのあたりのことについては触れ

ないのでしょうか。

環境課長 その部分については、今回は考えない予定です。晴丘センターは、

一般廃棄物を処理する施設ですので、産業廃棄物を含めるとなると、

条例改正等も必要です。また、廃プラスチックがどの程度集まるのか

は分かりませんが、焼却炉の温度がただ上昇すれば良いというわけで

もなく、上がりすぎると却って炉が悪くなることもあります。そうい

った様々なことが考えられますし、受け入れられるか否かの判断もさ

れていない状況です。そのため、今回の基本計画中間見直しでは、考

えない方針でおります。

鍋嶋委員 違う観点から質問ですが、晴丘センターの建替えに伴う費用につい

ては、３市で積み立てを行っているのでしょうか。

環境課長 行っております。

鍋嶋委員 民間業者とは違い、行政は単年度会計のため、積み立てがされてい

ないという話を聞くので安心しました。

ただ、お金を有効に使うことを考えると、行政の単年度会計につい

て、どこかで見直していく必要性を感じます。

座長 特に大きな建替え等に必要な費用は、条例等を作成し、費用を別で

積み立てるようですが、行政は、基本は必要なときに予算を取るのが

原則みたいですね。

＜尾張東部衛生組合の処理基本計画中間見直し「概要版」を配布＞

環境課長から簡単に内容の説明。

座長 それでは、今一度今回の資料の内容確認に戻りたいと思いますが、

資料２－１に今後のスケジュールが記載されております。６月の審議

会では、ある程度完成させた中間見直し案を提示し、諮問するという

流れになるのでしょうか。

環境課長補佐 現審議会の構成員が６月までの任期であるため、諮問については７

月に実施する予定です。また、その際にお示しする見直し案について

は、完成形ではなく、今回のような方針をまずはお示しする予定です。

座長 では、次回開催の本会議において、ある程度見直し案を完成させる

ということでよろしいでしょうか。

環境課長補佐 その予定でおります。
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松原委員 第６章の内容について、少し質問です。４４の基本施策の№４０に

ついて、前期取組に「導入は行わない」とありますが、その理由がよ

く分からないです。

環境課長補佐 行わないと言い切ってしまっておりますので、引き続き調査・研究

を行っていくというような表現に変更させていただきます。

座長 前期は行わなかったが、後期には導入するために、高度な会計知識

等の課題について検討していくという意味でしょうか。

環境課長 本来であれば、平成３０年度から実施する計画でしたが、計画どお

り導入することができていない状況ですので、引き続き検討を進めて

参りたいと思います。

松原委員 もし、この手法を他の自治体も導入できれば、本市との比較も容易

になると思うのですが、そういった動きはないのでしょうか。技術的

に難しいものでしょうか

環境課長 先程も話題に挙がりましたが、単年度会計ということもありますし、

その運営方法についても自治体で様々です。それを統一化させられる

と良いのですが、国から示された手法を自治体で統一して実施すると

いうのは、なかなか難しい部分はあります。この「一般廃棄物会計基

準」も、だいぶ前に示されている基準ですが、自治体同士で比較でき

なければ、導入しても無駄になってしまうため、どの自治体もそうい

った理由で導入には踏み切れていないと考えます。

本日は時間の関係もありますので、全部を細かく見ることができま

せんでしたが、５章の目標数値の見直しや、６章の基本施策の内容に

ついて、何か気になる点やご指摘があれば、後日お伝えいただければ

その都度修正し、次回会議にてお示し、再度議論させていただきたい

と思います。

座長 以上で、予定していた議題は終了しました。

次第の３は「その他」ですが、事務局から何かありますか。

環境課長 本日は、多数の貴重なご意見やご助言を賜り、誠にありがとうござ

いました。

それでは、最後に次回「第２回尾張旭市循環型社会推進会議」のご

案内をさせていただきます。

次回は、８月頃に開催したいと考えております。よろしくお願いい

たします。事務局からは、以上でございます。

座長 ただいま事務局から説明がありましたとおり、次回の会議は、８月

頃に開催されるとのことであります。

それでは、これをもちまして、令和元年第１回尾張旭市循環型社会

推進会議を閉会といたします。皆さん長時間にわたり大変お疲れ様で

した。
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